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明治 40 年代の名古屋の洋楽受容
『名古屋新聞』 の奏楽記事 を 中心 に－
The Diffusion of Western Music in the Forties of the Meiji Era Nagoya : O n  the 
Basis of the News Accounts of Musical Performance in the Na伊tya・Shinbun 
小 沢 優 子
OZAWA Yuko 
It has been pointed that Western music began to be spread in Nagoya late in the Meiji era. 
But little is known about the actual state of Western Music in Meiji Nagoya. In this paper, I 
cl訂i守 山e process of its difussion in the forties of the Meiji era, basing on the news accounts of 
musical perfoロnance in the Nag1のa-Sh加bun which was one of the leading newspaper at that time 
Nagoya. 
By surveying the news items, various kinds of musical performance in public are found : 
the concerts by foreign musicians and prominent Japanese musicians, the concerts which has 
Japanese and European elements, the concerts at 出e competitive exhibition in 1 9 1 0, the variety 
show, and musical entertainment at 出e meetings . We can see from them that, while traditional 
Japanese music e吋oyed general popularity, Western music was gradually diffused in Meiji 
Nagoya. 
1 . 序
キー ワ ー ド ： 明治 40 年代 the forties of the Meiji era 名古屋 Nagoya
洋楽 Western music 『名古屋新聞』 the Nagoya-Shinbun 
邦楽の曙好が強か っ た名 古屋で は西洋音楽の普及が首都圏や 関 西 に 比べ る と 遅 く 、 本格的な導入
の段階へ と 至 る の は明治時代の末頃であ る と 言われて い る （『新修名古屋市史』 第五巻 ： 838） 。 だが、
今 ま で に 明治、 大正期の 名 古屋の洋楽受容の実状や プロ セ ス が体系的な研究 に よ っ て 明 ら か に さ れ
て い る わ け で は な い l。 と く に 明治時代に 関す る 資料調査は ほ と ん ど な さ れて お ら ず、 明 治 23 年 9
月 か ら 明治 3 1 年 2 月 ま で刊行さ れた 日 本最初の音楽雑誌で あ る 『音楽雑誌』 で記述 さ れて い る く愛
知音楽会〉 〈名古屋音楽連合会〉 に よ る 明清楽を含んだ和洋混合の演奏会ゃ く金城箪楽会〉 の活動 （小
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沢 20 1 1 : 1 8・20） に つ い て も 、 新聞等の他資料を通 し た確認が必要であ る 。 洋楽受容の襲明期で あ る
こ の明治 20 年代、 30 年代への ア プロ ーチは次の機会に託す こ と と し て 、 本論文 で は ま ず、 洋楽が徐々
に 浸透す る よ う に な っ た明治 40 年代を扱 う 。 日 露戦争後の経済発展の 中 、 都市化が進め ら れて い た 当
時の名古屋 に お け る 洋楽の演奏状況を、 『新愛知』 と 並ぶ主要新聞であ る 『名古屋新聞』 の音楽記事老
中心に し な が ら 提示 し 2、 名古屋の洋楽受容研究の一つの端緒 と し た い。
2. 『名古屋新聞』 の音楽記事
『名古屋新聞』 は 、 明治 39 年 1 1 月 、 『中京新報』 を前身に し て創刊 さ れた。 当 初 は 名 古屋市 と 尾張
郡を主力 と し 、 次いで三河、 岐阜、 三重へ と 及んで次第 に 拡張 さ せ （『名 古屋新聞社史』 ： 1 5） 、 明 治
2 1 年 5 月 に創刊さ れ圧倒的な部数を誇 る 『新愛知』 と と も に 名古屋の政治、 経済、 文化の報道 に 大 き
な役割をは た し て い る 。 太平洋戦争下の昭和 1 7 年、 政府に よ る 新聞統合の波を受け、 両紙が合併 し て
『中部 日 本新聞』 と な っ た こ と は周知の通 り であ る （昭和 40 年に 『中 日 新聞』 と 改題） 。
明治 39 年 1 1 月 か ら 明治天皇が崩御す る 明治 45 年 7 月 ま での問、 『名古屋新聞』 に 掲載 さ れて い る
音楽記事の多 く は 邦楽や俗楽関連の も ので あ る （筑前琵琶、 薩摩琵琶、 能楽、 謡、 長唄、 浄瑠璃、 浪花節、
尺八の大会や温習会や名人会、 ま た、 会や組織、 奏者に つ い て ） 。 創 刊 ま も ない明治 40 年 6 月 か ら 8
月 に か け て 、 次の よ う な呼びか け に よ り 歌舞音曲の 1 2 人の名手を読者投票で選ぶ企画が打ち 出 さ れて
い る の も 芸所名古屋を改めて認識 さ せ る 事柄であ る 。
嘗地方は歌舞音曲の伎に就いて東京を も 京都大阪を も 凌駕 し遊襲の 中心点た ら ん と す る
の観あ り 因て我が社は華道奨闘の 目 的を以っ て弘 く 天下に 競 し舞踏に ま れ長唄に ま れ常
磐津、 清元、 義太夫に ま れ其伎紳に入 り 一撃を代表す る に 足 る べ き 十二名手を投票 に 依
り 募集せん と す ［明治 40 年 6 月 26 日 ］ ［ ］ 内 は 『名古屋新聞』 の 日 付
一方で、 洋楽の記事は ま だ少ない も のの、 演奏会の告知や演奏会後の感想、 音楽組織や 団体、 劇場や
施設の説明、 音楽家の紹介、 楽器広告、 行事や催 し物に お け る 奏楽の報告な ど か ら 、 洋楽が さ ま ざま
な形で少 し づっ存在感を見せ始め て い く 有様が把握 さ れ る 。 市 内 の学校の音楽教師に よ っ て 設立 さ れ
た名 古屋音楽講習会 ［明治 4 1 年 3 月 1 9 日 ］ 、 第三師団衛成病院の病兵 の た め の娯楽室 に オ ル ガ ンや
数種の楽器が備え付け ら れて い る こ と ［明治 43 年 4 月 1 6 日 ］ な ど、 個 々 それぞれ興味を そ そ ら れ る
も のがい く つ も あ る が、 以下、 演奏に 関す る 記事を拾い上げ、 明治か ら 大正 に か け て刊行さ れた音楽
雑誌で あ る 『音楽世界』 （明治 40 年 1 月 か ら 大正 4 年 1 2 月 ま で） や 『音楽界』 （明治 4 1 年 1 月 か ら
大正 1 2 年 1 2 月 ま で） 、 さ ら に 他新聞 の 関連記事で補い なが ら 、 名 古屋で ど の よ う な洋楽演奏がな さ
れていた のかを見てい く こ と と す る 。
3. 明治 40 年、 41 年、 42 年の演奏会
( 1 ) 明治 40 年 3 月 1 日 のマーケ ンス と ハ ン ト の演奏会 御園座 3 ［明治 40 年 2 月 25 日 、 26 日 、 27 日 、
3 月 1 日 、 3 日 、 1 4 日 ］
明治 40 年 2 月 2 1 日 の東片端の 自 由教会での 「モザル ト 紀年演奏会」 ［明治 40 年 2 月 2 1 日 ］ 4 か
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ら 約 1 週間後の 3 月 1 日 、 オ ラ ン ダの ヴ、 ア イ オ リ ニ ス ト 、 ヘ ン リ ーエ ッ ト ・ マー ケ ン ス と イ ギ リ ス の
ピ ア ニ ス ト 、 ホ ナ ピ ア ・ ハ ン ト の演奏会がス ミ スの独唱 も 交 え て行われて い る 5。 両嬢の演奏会は 1 月
22 日 と 24 日 に東京の神田青年会館で （『音楽世界』 第 1 巻第 2 号） 、 2 月 4 日 に帝国 ホ テ ル で （『 日 本
の洋楽百年史上 1 58） 、 2 月 1 6 日 に は大阪の 中之島公会堂 （『音楽世界』 第 1 巻第 3 号） で催 さ れて お り 、
東京、 関西を経た上での名古屋公演であ る 。 外来音楽家に よ る 演奏会は名古屋では珍 し く 、 『名古屋新聞』
で は 6 回 に 渡 っ て報 じ ら れて い る 。 それ ら を ま と め る と 次 の よ う に な る 。
2 月 28 日 に 神戸で演奏会が持たれた後、 2 人 と も 夜行列車で来名 し た。 前年の秋、 宮 内省の楽師が
来て耳新 し い オ ーケ ス ト ラ を聴かせて か ら ま だ半年であ る の に 6、 こ の よ う な大音楽家を迎 え る の は 喜
ば し い こ と であ る 。 慈善事業に 寄付す る た め の演奏会で、 招聴 し た の は 名 古屋婦人会。 招轄に 至 る ま
で は 師範学校の安 田 （おそ ら く 愛知県第一師範学校教師の安田俊高 1） と 中京音楽院の村岡が尽力 し た。
ピ ア ノ は愛知県立高等女学校の グラ ン ド ピ ア ノ を借 り た。
曲 目 は シ ュ ーマ ンの 《 フ ァ ン タ ジー ス ツ ウ ス》 や メ ンデルス ゾ ー ン の 《 コ ム チ ェ ル ト 》、 リ ス ト の ピ
ア ノ 独奏 曲 、 マ ー ケ ン ス 自 作の 《ハ ピ ロ ン グス 》 な ど すべて西洋の楽曲 で あ る 。 当 日 は 、 三重県や岐
阜県か ら の来会者 も あ り 、 2 千余名 が集 ま る 立錐の余地の な い盛況ぶ り だ っ た。 も っ と も 、 演奏会後
の某外国人婦人の談に よ る と 、 会場の音響が悪か っ た こ と 、 最後の君が代の合唱で帽子をかぶ り 頓狂
な声を 出 し て合唱を打ち壊そ う と し た聴衆がい た こ と な ど 、 残念な点 も あ っ た。 翌 日 、 2 人は鈴木 ヴ ァ
イ オ リ ン工場を見学 し て か ら 京都 に 向かい、 夜 に は 同地の演奏会に 出 演 し た B。 演奏会の収入 66 1 円
55 銭、 総支出 426 円 52 銭、 残金 235 円 3 銭、 と い う 決算報告が出 さ れて い る 。
(2） 明治 4 1 年 1 月 30 日 と 1 1 月 23 日 の三田音楽院の演奏会 高松寺 ・ 中央教会
名 古屋在住の音楽家 に よ っ て 団体が組織 さ れ定期的に演奏会が催 さ れて い た こ と を 伝 え て い る の が
『音楽界』 で あ る 。
目 下圏体 と し て は三田音集院、 秋洲管絃楽園、 ヴ ァ イ オ リ ン女築曾、 名 古屋音築倶集部
…等で此中最 も 勢力 を 占めて居 る の は三田音築院で生徒は約百名齢 り 在 る 、 院長は 三 田
正美氏で氏は海軍 々 集隊出身であ る … （『音楽界』 第 1 巻第 3 号 「名古屋の音築界」 ）
こ の よ う に 百名 も の生徒を持つ三田音楽院所属の秋洲管絃楽団第 7 回例会が、 明 治 4 1 年 1 月 30 日
に 名古屋市裏門前町高松寺で行わ れ、 雨天に も かかわ ら ず 6 百余名 の聴衆を集め て い る 。 《長唄鶴亀》
《筆曲千鳥》 《長唄越後獅子》 《鶴の巣 ご も り 》 な ど を ヴ ァ イ オ リ ン や ヴ ァ イ オ リ ン と 琴の合奏で奏す る
和洋折衷の演奏会であ る が、 ヴ ァ イ オ リ ンの合奏に よ る 《Arienus dem Barbier Von Sevilln》 や、 三 田
音楽院奏楽隊に よ る 《愛国的行進曲》 《大 日 本帝国艦隊行進曲》 も プロ グラ ム に 含 ま れて い る （『音楽界』
第 1 巻第 3 号 「秋洲管絃築圏音楽曾」） 。
ま た、 1 1 月 23 日 、 久屋町の 中央教会での第 1 0 回演奏会では、 ヴ ァ イ オ リ ン独奏の 《勧進帳》 《残月 》
《ホ ト ト ギス 》 の ほ か 、 ハイ ド ンの セ レナー ド 、 メ ヌ エ ッ ト 、 ま た、 作曲者不明 の ワ ル ツ 、 ポ ル カ 、 行
進 曲 、 パル カ ロ ー レ と い っ た 西洋の曲 が ヴ ァ イ オ リ ンの合奏や ヴ ァ イ オ リ ン、 オ ル ガ ン、 ハーモ ニ カ
の合奏で演奏 さ れ て い る （『音楽界』 第 2 巻第 l 号 「三田音楽曾」 ） 。
(3） 明治 4 1 年 4 月 25 日 の東京音楽学校教官に よ る 演奏会 御園座 ［明治 4 1 年 4 月 20 日 、 22 日 、 23 日 、
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24 日 、 25 日 、 2 7 日 ］
ピ ア ノ の幸田延、 声楽の藤井環 （後の三浦環） 、 ヴ ァ イ オ リ ン の ア ウ グス ト ・ ユ ン ケル、 ピ ア ノ のヘ
ルマ ン ・ ハイ ド リ ヒ 、 チ ェ ロ のハイ ン リ ヒ ・ ヴ ェ ル ク マイ ス タ ー ら 東京音楽学校の教授、 講師に よ る
演奏会であ る 。 「何 し ろ 斯道の大家の揃ひ切 り な ので田舎では左様に度々 は 聞かれぬ大音集曾」 （ 『音楽
界』 第 1 巻第 6 号） と し て注 目 さ れ、 『名古屋新聞』 では次の 8 件で扱われて い る 。
① 「大洋柴曾の 開催」 ［4 月 20 日 ］ 演奏会の告知記事であ る 。 名古屋清話曾の招轄に よ り 、 入場券は
1 円 50 銭、 l 円、 50 銭の 3 種類。 券の斡旋発売は名古屋婦人会の会員がお こ な う 。 曲 目 に は、 四部
絃楽に よ る ハイ ド ンの 《 ヴ ァ リ エー シ ョ ンス》 や 《セ レナー ド》、 シ ュ ーマ ンの 《 ト ロ イ メ ラ イ 》、 チ ェ
ロ 独奏に よ る ド ヴ、 オ ル ジ ャ ー ク の 《 ア ン ダンテー （セ ロ コ ンセル ト 抜翠） 》 な ど西洋の 曲が並ぶ。
② 「音楽の趣味」 ［4 月 22 日 ］ 洋楽の趣味を論 じ る 長いエ ッ セ イ だが、 最後に こ の演奏会 に つ い て 、 「座
乍 ら に し て 大家名手の紳技に 踊れす く な く と も 洋楽の何た る を眼 に し 耳 に し 得 る は、 中京市民の容易
に 得難 き 好機た る べ し 、 此の知 き 機舎の屡 々 来 る あ り 、 而 し て 之 に 曾す る の市民漸 く 多 く し て こ そ初
め て 中京 と し て誇 り 得る の債値を生ずべき欺」 と 、 大音楽会開催 に あ た っ て の名 古屋の意気込みを語っ
て い る 。
③ 「幸田延女史」 ［4 月 23 日 ］ 幸田延を写真付 き で紹介。
④ 「ア ウ グス ト 、 ユ ン カ ー氏」 ［4 月 24 日 ］ ユ ン ケルを写真付 き で紹介。
⑤ 「音築界最報」 ［4 月 24 日 ］ 幸 田延が 24 日 に 来名 し、 25 日 に 市 内 各女学校を視察す る こ と 、 徳
川義鵡候令嬢の ヴ、 ア イ オ リ ン教師なの で候爵邸を訪問す る こ と 等が記さ れて い る 。
⑥ 「マ イ ス テル氏」 ［4 月 25 日 ］ ヴ、ェ ル ク マイ ス タ ーを写真付 き で紹介。
⑦ 「幸 田女史 と 語 る 」 ［ 4 月 25 日 ］ 幸田が愛知県立高等女学校を訪れた時の様子を伝 え て い る 。 校長
室で幸田 は記者に こ の よ う に 語 っ て い る 。
・ ・ ・御地方は昔か ら 俗柴の盛んに行はれてい る 慮で俗築を弄ばぬ も のがない と いふ位俗築の
勢力 の非常な こ と は諜て承っ て い ま し たが今度参っ て見ま し て噂 よ り も 以上 な の に 賓 は 驚
い た や う な次第で御座い ま す。 窓 う いふ土地へ洋柴趣味を注入す る と は大に必要であ ら う
と 思は れ ま す。 併 し 必要 と 同時に非常に 困難であ ら う と 察せ ら れ ま す。 御地方か ら は齢 り
洋柴方面に こ れ と いふ方は無いや う ですが一人鳥居つな子 と い う 人が昨年音楽学校を卒業
さ れて 目 下同校の助教授を さ れて い ま す。 …
俗楽が盛んな の で洋楽の普及は難 し い だ ろ う 、 と い う 東京の音楽家の名古屋観が う かが え る 興味深
い発言で あ る 。 なお、 幸 田 が名前を挙げて い る 鳥居つな子 （鳥居つな ） は明治 1 9 年生 ま れ。 明治 39
年か ら 昭和 1 9 年 ま で東京音楽学校に授業補助、 講師、 助教授、 教授 と し て在職 し 、 ヴ ァ イ オ リ ン と 管
弦楽を担 当 し て い る （『東京芸術大学百年史東京音楽学校篇』 第二巻 ： 1 567） 。
⑧ 「音集舎を 見 る の記」 ［ 4 月 27 日 ］ 演奏の 印象が綴 ら れて い る 他、 「一二三等席人を以て 埋ずむ。
一等席は上ハイ カ ラ 多 く 、 二等席は 中 カ ラ ー 、 三等席に は盤カ ラ ー 多 し 、 斡旋の為め に 臨時傭 は れ た
る 夫人令嬢様等頻 り に廊下花道を駆け廻 る 」 と 客席や会場係の様子 も 伝 え て い る 。
『音楽世界』 第 2 巻第 8 号で 「 よ く 厳粛に肩を凝 し て 聞 き居た る 名古屋 に は感服 し た」 と 述べ ら れて
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い る よ う に 、 当 時最高 レベル に あ っ た こ の演奏会を名古屋の聴衆は真面 目 に聴いて い た 。
(4） 明治 42 年 1 月 30 日 の 「伊岡震災救岨金募集音楽舎」 御園座 ［明治 42 年 l 月 28 日 、 29 日 、 30 日 、
2 月 1 日 ］
イ タ リ ア で起 こ っ た震災の義援金募集の た め の演奏会であ る 。 新聞倶集部の主催に よ る 。 名 古屋 で
は初登場 と な る 東京の演奏家た ちーヴ、 ア イ オ リ ンの東儀哲三郎、 山井基清、 ヴ ィ オ ラ の吉津重夫、 チ ェ
ロ の三宅延齢、 ピ ア ノ の本居長世、 独唱の三善和気ーが出演 し て い る 。 曲 目 は弦楽四部合奏に よ る ハ
イ ド ンの 曲 、 ベー ト ー ヴ、エ ン の ピ ア ノ 独奏曲 《 ソ ナ タ パス ト ラー レ》、 弦楽四部合奏や ヴ ァ イ オ リ ン、 ヴィ
オ ラ 、 ピ ア ノ の三部合奏に よ る モー ツ ア ル ト の 曲な ど であ る 。 入場料は l 等 l 円 、 2 等 70 銭、 3 等 50 銭、
学生 35 銭。 28 日 の段階で学生券の売れ行 き は 良好でほ と ん ど売 り 切れた、 っ た。 淑徳女学校や名古屋
裁縫女学校、 会社や銀行な ど、 団体で、 の購入 も 多か っ たが、 義援金の募集 は す で に ほ かの と こ ろ で も 行
われていたので、 当 日 の入場者は少な く 4 百名程度 と 振 る わ な か っ た。
(5） 明治 42 年の和洋混合演奏会
明治 42 年に は 2 つ の和洋混合演奏会について も 詳 し く 報告 さ れて い る 。
a. 9 月 28 日 の和洋合奏音楽会 御園座 ［明治 42 年 9 月 24 日 、 27 日 、 28 日 ］
東京音楽学校の出身で和洋折衷の音楽活動で知 ら れる 北村季晴 9 を迎 え て 催 さ れ、 《鶴重量》 《吾妻八景》
《老松》 《秋の色草》 が ピ ア ノ と ヴ ァ イ オ リ ンで合奏さ れた ほ か、 《賎機帯》 が ヴ ァ イ オ リ ン、 ピ ア ノ 、 唄、
三味線、 笛、 太鼓、 舞踏で披露 さ れて い る 。 『音楽界』 第 2 巻第 1 2 号に よ る と 、 「俗楽の盛んな る 嘗市
の事 と て非常な る 好評を以て迎へ ら れ近来稀れな る 盛舎な り き」 で、あ っ た と い う 。
b. l 1 月 20 日 の慈善音楽会 御園座 ［明治 42 年 1 1 月 1 9 日 、 20 日 、 22 日 、 25 日 ］
愛知育児院の た め の慈善演奏会。 東京か ら 招 い た ヴ ァ イ オ リ ンの藤井春風の ほ か は 愛絃界の会員や、
尺八の 内 田紫山 ら 名古屋市在住者のみ に よ る 。 「名古屋土着の人士の み に て演奏 し 意外の好成績を得た
る は確 に 中京音柴界の前途に ー曙光を輿へた る も の と 云ふべ く 今嘗夜の演奏に 就 て 素人評を試みん に
…」 ［ 1 1 月 25 日 ］ と 演奏会の短評が載せ ら れて い る の も 人気 と 好評の証で あ ろ う 。
曲 目 は 『音楽界』 第 2 巻第 1 2 号に詳 し い。 ヴ ァ イ オ リ ン と ピ ア ノ に よ る ロ ッ シー ニ の 《バル ビ ー ル、
セ ヴィ ル》、 ヴ ァ イ オ リ ン と 筆の 《千鳥の曲》、 ヴ ァ イ オ リ ン、 ピ ア ノ 、 三絃、 唄で 《吾妻八景》 《鶴亀》、
内 田紫山の尺八 《鶴巣寵》 な ど であ る 。
4. 明治 43 年
( 1 ） 第 1 0 回関西府県連合共進会
明治 40 年代は名古屋が都市 と し て の規模を備 え て い く 時期に あ た る 。 明治 22 年 に 市制が施行 さ れ
た 当初 は わ ずか 1 3.34km2 の面積だ っ たが、 近隣町村を合併 し て次第に 拡大 さ れ、 明治 40 年 に は 愛知
郡熱田町が、 明治 42 年 に は愛知郡千種町や御器所村の一部が市域に 編入 さ れ、 34. l l km2 の面積 と な っ
た （『新修名古屋市史』 第五巻 ： 396-399） 。 同時に人口 も 増加 し 、 明治 22 年 に 1 5 万 7496 人 だ っ た
のが、 明治 40 年 に は 35 万 4733 人、 明治 4 1 年 に は 37 万 4 1 46 人、 明治 42 年 に は 38 万 776 1 人、
明治 43 年 に は 40 万 5648 人 と な っ て い る （『総合名古屋市年表明治編） 』 ） 。 こ の よ う に 名 古屋が拡大
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し て い く 最中、 御器所村の鶴舞の地 （鶴舞公園） を会場に し て 開催 さ れた の が、 名 古屋開府三百年記
念の年 に あ た る 明治 43 年の第 1 0 回関西府県連合共進会であ る 。
3 府 28 県 の 参加、 出 品点 数 1 3 万 1 235 点、 3 月 1 6 日 か ら 6 月 1 3 日 ま で の 90 日 に 及 ぶ 会 期、
260 万人の来場者、 と い う こ の共進会は 内 国博覧会 と 言 っ て も よ い も の で、 「名古屋市が新 し い発展を
つかんだ事業」 と も 位置付け ら れて い る （『新修名古屋市史』 第六巻、 88-92) 1 0a 能楽堂や演舞場な ど
が設け ら れた会場では会期中 さ ま ざま な余興や催 し が行われ、 中 で も 開府三百年記念 と し て建設 さ れ
た奏楽堂 I I での吹奏楽は、 公共の聞かれた場での連続的な洋楽演奏 と し て注 目 すべ き で あ る 。
(2） 共進会の奏楽
共進会の奏楽 の た め に 加藤重三郎名 古屋市長を会長に 「名古屋音楽会」 が組織 さ れ た の は 、 前年の
明治 42 年 1 1 月 25 日 であ る 。
名古屋音楽曾規則協定の為二十五 日 午後一時よ り 安藤清次郎、 長谷川糾七、 島本権左衛
門、 佐野敏三郎、 野村朗、 鈴木政吉、 原田勘七郎の諸氏市役所に曾合種々 協議の結果曾
長に加藤市長を推薦 し副曾長、 幹事、 舎計、 集長、 同次長等は曾長 よ り 指名 す る 事 と 為
り た る が陸海軍楽隊退職者及び経験者を集め不 日 貫行に着手す る 由 ［明治 42 年 1 1 月 26 日 ］
会の設立 と 奏楽の楽手について は次に詳 し く 語 ら れて い る 。
…元来我が名古屋市民に於け る 経験 （聴 く 方の側か ら 云ふ経験） と 云へば、 撃校で行る
唱歌、 農告屋の我流楽隊、 活動寓員の嚇 し方位な も ので、 其他東京か ら 偶 々 出張演奏す
る コ ンサー ト であ る が、 之 と て多 く は弾僚築器を主に し て 居 る か ら 、 吹奏楽器を主 と す
る 、 員の西洋音楽を耳に す る 機舎が寒に少なか っ た。 … ・ ・ ・共進曾場内の奏柴堂は 閉曾後
鶴舞公園 と し て賂来名古屋公園の奏楽堂 と な り 、 東京 日 比谷公園の奏楽堂 に倣 っ て 、 閉
曾後は毎週一回泰西音楽を演奏 し て市民の頭に洋楽を注入す る と いふのであ る か ら 、 員
乎虞告屋の楽隊が演 る と 云ふ謬に も 行かぬので市内 の巣器商鈴木政吉其他二三氏が種々
奔走 し た結果名古屋音鶏舎な る も のを設立 し加藤市長を曾長 と し て市舎議員の某々 若手
連が加は っ て略ぼ議決す る 虚があ っ た さ う だ。 之等の点か ら し て築手 と し て も 相臆に腕
の あ る 人を聴 し て 、 差首 り 共進曾期中 だけで も 恥か し く ない よ う に し た い と 奔走 し た結
果、 嘗て海軍に業手 と し て職を奉 じ た事のあ る 人で、 現 に 市 内 に 在住の三田正美、 鈴木
鶴太郎、 横地好比、 其他近藤、 棚橋、 青山外二三名 の諸氏に梁手を依頼 し 、 間曾後毎週
一 回の演奏に 閲す る 菌事を も 托 し た さ う であ る か ら 、 諸氏の西洋音楽趣味に 乏 し い同好
者を導 く と 同時 に 、 三府に E ぐ 中京 と し て 、 東西大都市に封 し恥か し か ら ぬ音柴闘を作
ら ん も の と 、 何れ も 力癒を入れつつあ る さ う だ、 … ［明治 42 年 1 2 月 24 日 ］
名 古屋 に 真 の西洋音楽を、 と い う 気概の も と 、 共進会で、の奏楽の ため鈴木政吉等が 中心 と な っ て名
古屋音楽会が設立 さ れ、 先述の三田音楽院の 院長で あ る 三 田正美を始め と す る 海軍軍楽隊の楽手経験
者 に 演奏が委ね ら れた こ と がわ か る 。 大阪では明治 2 1 年に設置さ れた陸軍第四師団軍楽隊 と そ の後に
組織さ れる よ う に な っ た民間音楽隊の存在が洋楽の普及に大き な役割を果た し て い た が （塩津 1 993） 、
名 古屋 で は そ の よ う な動 き は な く 、 洋楽の浸透は進んでいな か っ た。 東京や関西 に 遅れを と っ て い た
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名古屋の洋楽受容は 、 共進会を期に一歩前進の気運を得た と 言え る か も し れ な い。
奏楽堂 は 、 噴水塔の あ る 広場か ら 正門 に 入 っ てす ぐ正面に 位置す る 洋式八角 形八面解放の建物 で あ
る （『三府廿八県第 十 回 関西府県聯合共進会場平面怖融全図』）。 共進会 が 開 会 し た 明 治 43 年 3 月 1 6
日 に 演舞場 と 台湾館の 間 に あ る 竜 ヶ 池の展望台で奏楽を し た名 古屋音楽会 の 楽 隊 は ［明治 43 年 3 月
1 7 日 ］ 、 そ の後 こ の モ ダ ン な 奏楽堂で演奏を始め る 。 奏楽 日 、 楽隊の人数、 曲 目 に つ い て は 開会 2 日
後の記事が語 っ て い る 。
一 昨年十二月 よ り 練習 に着手 し今 日 に至れる も のな る が演奏は重聞は連 日 演奏十曲前後
夜間は 日 曜大祭 日 に 限 る 但 し特殊の場合は此限 り に非ず と いふ各曲共 に オ ペ ラ 用 の有
名 な る 歌曲 に し て演奏者十七名 （定員は十八名） な り 而 し て今三 日 目 若 し風無ければ ト
ラ ピ ア タ と 云へ る 歌劇 に し て 目 下敵洲 に於て最新涜行の三幕物悲劇を演奏す る 由な る
が … ［明治 43 年 3 月 1 8 日 ］
こ の記事の翌 日 、 楽長の 三 田 正美が 「 ト ラ ピ ア タ 」 （ ヴ、ェ ルディ の 《 ト ラ ヴ ィ ア ー タ 》） を指揮す る
写真が載せ ら れて い る が ［明治 43 年 3 月 1 9 日 ］ 、 残念なが ら 不鮮明で あ る 1 20 
演奏 さ れ る 曲 は折 に つ け紙面に紹介 さ れ、 『名古屋新聞』 では 38 件の プロ グラ ム が認め ら れ る 。 三
田正美が作曲 し た 《共進会行進曲》 や 《名 古屋行進曲 （名 古屋祈念行進 曲 ） 》 1 3、 ワ ー グナ ー の 《 タ ン
ホ イ ザー》 や 《 ロ ーエ ン グ リ ン》、 グ ノ ー の 《 フ ァ ウ ス ト 》 な ど の オ ペ ラ か ら の抜率、 種 々 の行進曲、
ワ ル ツ 、 ポルカ 、 接続曲 な ど、 1 50 曲以上が演奏さ れてい る 。 軍楽隊編曲 の 《響曲六段》 《三番史》 と い っ
た邦楽曲 も 含 ま れて は い る も の の 、 ほ と ん ど は西洋の楽曲 で あ る 。 旅順海戦舘、 天女舘な ど が あ る 共
進会場北端の余興街で は昼夜客寄せの た め に 楽隊が 「プウ カ ド ン ド ンの奏楽」 を し て い た が （『新愛知』
明治 43 年 3 月 28 日 ） 、 奏楽堂では腕の あ る 楽手に よ る 本格的な洋楽曲が演奏 さ れ、 共進会を訪れた人 々
は ベ ン チに 腰かけなが ら その調べに 耳を傾けて い た ［明治 43 年 3 月 20 日 ］ 。
大正元年 に 名 古屋 に 設置 さ れ た 陸軍第三師団箪楽隊が鶴舞公園奏楽堂 で の 演奏会を始め る の は 大正
4 年か ら であ る 。 そ れ に 先立 ち 、 継続的な洋楽演奏の試みが明治 43 年の共進会開催を き っ か け に 行わ
れ、 多 く の来場者 に 普段は聴 く こ と の な い洋楽の響き を届 け て い た の で あ る 。
(3) 2 つの大音楽会
共進会の開催中、 2 つの大音楽会について の記事が見 ら れ る 。
a. 4 月 22 日 の東京音楽学校の演奏会 東陽舘 ［明治 43 年 4 月 1 9 日 、 2 1 日 、 22 日 ］
東京音楽学校の学友会有志 50 余人が 1 週間の予定で関西各地を旅行 し 1 4、 そ の途中名古屋で も 演奏
会を行 っ て い る 。 会場は浄瑠璃会や謡会の た め に も使われる こ と の あ る 東陽舘で、 30 銭均一の会費で
あ る 。 杉山長谷夫 1 5 の ヴ ァ イ オ リ ン独奏でア ラ ー ド の 《ベルスーズ》、 舟橋栄吉の独唱で、 シ ュ ーベル ト
の 《 リ ン デ ン パ ウ ム》、 ピ ア ノ 独奏では貫名美名彦 に よ る シ ュ ッ ト の 《 カ ー ナ ヴ ア ル ミ ニ オ ン》 や服部
E四郎次に よ る シ ュ ーベル ト の 《 ア ム プロ ム プチ ュ 》 な ど が演奏さ れ、 「五十人以上の 日 本語の大合唱は
未 だ嘗て他の音楽舎に於て見ざる と こ ろ に し て濁 り 音楽撃校特有の技 と も 言ふベ く 」 ［4 月 2 1 日 ］ と
い う よ う に 名 古屋で は 珍 し い大合唱が聴き ど こ ろ で も あ り 、 小松耕輔作詞、 ク ロ イ ツ ェ ル作曲の合唱
曲 や滝廉太郎の 《花》 の合唱 も 歌われて い る 。 参加の 申 込先は、 名 古屋通信社、 中京堂、 文星堂、 東
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門前町の鈴木政吉等であ る 。
b .  5 月 22 日 の東京 フ ィ ルハーモニー会の演奏会 愛知県会議事堂 ［明治 43 年 5 月 1 7 日 ］
東 京 フ ィ ルハーモニー会は、 東洋音楽学校の設立者で、 あ る 鈴木米次郎 と 東京音楽学校教授のハ イ ン
リ ッ ヒ ・ ヴ、 ェ ル ク マ イ ス タ ー の発起に よ り 、 マ ク ド ナ ル ド英国大使、 岩崎小弥太男爵、 大隈重信伯爵
の保護の も と に 設立 さ れた演奏会組織であ る 。 明治 43 年 4 月 3 日 に 第 1 回 演奏会が東京音楽学校で
持たれ、 東京音楽学校の教師であ る ヴ、ェ ル ク マイ ス タ ー 、 ル ド ル フ ・ ロ イ テル、 ハ ン カ ・ ペツ ォ ル ト 、
安藤幸、 ア ウ グス ト ・ ユ ンケ ル等が出演 し た （ 『 日 本の洋楽百年史』 ： 2 1 6-2 1 7） 。 そ れか ら 7 週間後の
5 月 22 日 に 、 共進会を機 に 、 名古屋で 2 回 目 の演奏会が愛知県会議事堂で催 さ れ る こ と が報 じ ら れて
い る 。 午後 2 時 と 7 時の 2 回 の 開催で、 4 月 3 日 と 同 じ く ヴェ ル ク マイ ス タ ー、 ユ ンケル、 ペ ツ ォ ル ト 、
ロ イ テル ら が登場す る 大音楽会で、 あ る 。 だが、 東京音楽学校の演奏家 た ち に よ る 1 日 2 回 の公演であ
る に も かかわ ら ず、 5 月 1 7 日 の後は記事が見 ら れず曲 目 等は不明で あ る 160 
(4) 1 0 月 9 日 、 1 0 日 の名古屋盲人会慈善演芸会 御園座 ［明治 43 年 1 0 月 1 日 、 7 日 、 9 日 、 3 1 日 ］
洋楽演奏会、 和洋混合演奏会 と は性格が異な る が、 演芸会 も ま た洋楽の香 り を い く ら か は帯びた催
し 物 で あ る 。 音 曲や落語、 手品、 剣舞な ど雑多な 内容を持つ こ の演芸会の人気の高 さ は 、 明 治 43 年
1 0 月 9 日 、 1 0 日 の御園座での名古屋盲人会慈善演芸会の記事か ら 知 る こ と がで き る 。 名 古屋盲人会
の発展 と 図書館の建設を 目 的 に し た こ の会 は、 長唄、 常磐津、 小松検校社中の響曲、 三輪旭雲社 中 の
筑前琵琶、 二葉大夫の浄瑠璃、 鈴木音楽会の ヴ ァ イ オ リ ン合奏、 小松検校の胡 弓 と 鈴木音楽社 中 の ピ
ア ノ と の合奏、 愛絃会の絃楽合奏な ど の 音 曲 の ほ か、 剣舞、 落語、 手品、 芸妓連 に よ る 舞踊 も 加わ り
盛 り だ く さ んの 内容であ る 。 「久 し振 り の大演芸舎 と て入舎者 も 績 々 あれば定めて盛況を呈すベ し」 ［ 1 0
月 7 日 ］ と い う 言葉 ど お り 聴衆 は 多か っ た よ う で、 決算報告 に よ る と 、 収入 698 円 35 銭、 支 出 366
円 1 7 銭、 純益 362 円 1 8 銭。 明治 40 年 3 月 1 日 のマーケ ンス と ハ ン ト の演奏会 よ り も 高い収入 と 純
益を あ げて い る 。
5. 明治 44 年、 45 年
( 1 ) 明治 44 年 4 月 29 日 の カ ペルマ ンの演奏会 愛知県会議事堂 ［明治 44 年 4 月 27 日 、 28 日 、 29 日 ］
4 月 22 日 か ら 24 日 の ア メ リ カ の飛行家マー ス の飛行大会が大 き な話題を 呼んでか ら わずか数 日 後
の 4 月 29 日 、 ヴ ァ イ オ リ ン の カ ペルマ ンの 演奏会が行 わ れ て い る 。 ピ ア ノ 伴奏を夫人が務め、 東京
音楽学校を卒業 し た ばか り の清水金太郎 （後に 浅草オペ ラ で活躍） も 出演 す る 演奏会で、 特等席は 1
円 50 銭、 l 等席は l 円、 2 等席は 50 銭。 ピ ア ノ は愛知県立高等女学校の ピ ア ノ を借 り た 1 70 
『音楽界』 第 4 巻第 6 号に よ る と 、 曲 目 は ピ ア ノ 独奏に よ る バ ッ ハのオルガン協奏曲、 リ ス ト の練習曲、
ヴ、 ェ ルデ、 イ の 《 リ ゴ レ ッ ト 》 か ら の抜卒、 チ ャ イ コ ア ス キーの 《エフ ゲニー ・ オ ネーギン》 か ら の抜翠、
ヴ ァ イ オ リ ン独奏に よ る ヴ ィ ニ ャ フ スキーのマズルカ 、 フーパイ のハ ン ガ リ ー舞曲、 独唱に よ る シ ュ ー
ベル ト の 《魔王》 な ど であ る 。
(2） 演芸会
a. 明治 44 年 5 月 3 日 、 4 日 の慈善演芸会 御園座 ［明治 44 年 5 月 3 日 ］
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愛知育児院婦人部の主催。 喜劇勧進帳、 曲芸、 小松検校社 中 の 響 曲 と 三曲 、 岡 本 た き 社 中 の 長唄、
安田孤雲の薩摩琵琶、 西川石松社中の舞踏 と と も に 、 藤井音楽会員に よ る 「欧洲管絃築序築新紀元」 「欧
洲管絃集舞築 ド ナ ウ 河の清流」 が演奏 さ れて い る 。
b. 明治 45 年 6 月 9 日 、 1 0 日 の慈善演芸会 御園座 ［明治 45 年 6 月 5 日 、 8 日 、 9 日 ］
名 古屋盲人会の主催。 落語、 曲芸、 喜劇、 剣舞、 八雲琴、 浄瑠璃、 長唄、 安 田孤雲の薩摩琵琶、 内
田紫山 の尺八、 小松検校社 中の響曲、 浅井秋水のハーモニ カ 、 藤井音楽会員 の 西洋音楽、 芝笛、 舞踏
な ど を揃え 、 そ の道の大家が出演す る の でなかなかの前評判だ っ た と い う 。
(3） 余興 と し て の洋楽
不特定多数の人々 を対象 と す る 点で式や行事の余興 と し て 奏 さ れ る 洋楽 も ま た重要であ る 。
a. い と う 呉服店少年音楽隊
明治 43 年 3 月 に 株式会社い と う 呉服店 （大正 1 4 年に松坂屋に 改称） が開業 し 、 翌年の明治 44 年
3 月 、 東京の三越少年音楽隊の成功 に 倣い、 店の宣伝活動 の た め 、 海軍軍楽隊出身の沼泰三を楽長に
迎 え て 吹奏楽に よ る 少年音楽隊が結成 さ れた。 募集は 3 月 上旬で練習 は 3 月 中旬 に 始め ら れ ［明治 44
年 3 月 8 日 ］ 、 結成の翌月 か ら 活動 は 開始さ れてい る 。
ま ず、 4 月 1 日 か ら 30 日 ま で、 第 1 回児童用 品陳列会で活動写真、 お伽手品、 幻燈 と と も に 奏楽
を行い ［明治 44 年 3 月 29 日 、 4 月 24 日 ］ 、 4 月 23 日 は築地に お け る マ ー ス の飛行大会 に 登場 し 行
進曲を演奏 ［4 月 23 日 、 24 日 ］ 。 1 1 月 3 日 と 4 日 の菊花陳列会では新曲を披露 し ［ 1 1 月 3 日 ］ 、 1 2
月 1 日 か ら 3 日 ま での女子技芸品展覧会で は ヴ ァ イ オ リ ン と ピ ア ノ の合奏を し て い る ［ 1 1 月 27 日 ］ 。
翌年の明治 45 年、 4 月 1 5 日 か ら 3 週間、 第 2 聞 こ ど も 博覧会 18 で 「欧米 に 於 け る 著名音集大家の
新曲吹奏」 を し ［明治 45 年 4 月 1 4 日 ］ 、 4 月 24 日 の少女世界愛読書大会で 《君が代》 を演奏 ［明治
45 年 4 月 24 日 ］ 。 7 月 1 3、 1 4 日 に は名古屋港でのア ト ウ ォ ー タ ー の海上飛行大会 に 派遣 さ れて い る
［明治 45 年 7 月 1 2 日 ］
b. 祝賀会、 講演会での余興
大正時代に 洋楽演奏会の会場 と し て し ば し ば使わ れ る こ と に な る 愛知県商品陳列館は 、 明治 43 年 3
月 に愛知県博物館か ら 改称 さ れ、 翌年 1 月 に 開館 し た。 そ の創立第 1 回 記念祝賀会が明治 45 年 3 月
1 日 に 同賠で 聞 か れ、 館長や深野知事、 出 品人総代、 各地か ら の祝辞 に 続 い て 多彩な顔ぶれ に よ る 余
興の音楽が祝いの雰囲気を盛 り 上げて い る 。 「…式を終 り て齢興に移 り い と う 呉服店少年築隊 （耐の 曲）
藤井音柴曾員 の ヴ ァ イ オ リ ン、 セ ロ 、 ビ オ ラ 合奏 （軍艦行進 の 曲 、 優雅の花） 森 田 氏 の 薩摩琵琶 （那
須興一扇の 的） 杉山、 鬼頭爾嬢の琴、 尺八合奏 （千鳥） 鈴木、 森田雨氏の鈴琴、 マ ン ド リ ン合奏 （越
後獅子） 井上、 野村両氏の狂言 （入間川 、 歌争ひ） 等あ り 」 ［明治 45 年 3 月 2 日 ］ 。
「鈴琴」 は明治 44 年に鈴木政吉が考案 し た三味線 と ギタ ーを結び付け た よ う な接弦楽器で ［明治 44
年 8 月 1 8 日 、 20 日 、 2 1 日 ］ 、 乙 の時 も 政吉 自 身が鈴琴を演奏 し た の か も し れな い。
祝賀会の翌 日 の 3 月 2 日 、 名 古屋基督教青年舎の発起に 際 し て第 1 回青年実業家修善会が中央教会
で聞かれ、 鈴木 ヴ、 ア イ オ リ ン工場の有志に よ る ヴ ァ イ オ リ ン合奏が演奏 さ れ て い る ［明治 45 年 3 月 2
日 ］ 。 ま た、 5 百人の聴衆が集 っ た 6 月 8 日 の名古屋市会議事堂での清話会の講演会で は 、 鈴木 ヴ ア イ
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オ リ ン店諸氏に よ る ヴ ァ イ オ リ ン合奏が開会の辞の後に行われて い る ［明治 45 年 6 月 1 0 日 ］ 。
c. 活動写真の余興
名古屋に おいて活動写真は明治 30 年に始ま り 、 明治 40 年代に は常設館が設け ら れ高い人気を得て
い た （『新修名古屋市史』 第六巻 ： 78-80） 。 さ ま ざま な興行があ っ たが、 御園座の前田好洋一派の興行
で は 、 ス ト リ ン グ合奏の長唄 《越後獅子》 《吾妻八景》 《勧進帳》 が休憩時聞 に 演奏 さ れて い た ［明治
44 年 8 月 5 日 、 明治 45 年 4 月 9 日 、 1 1 日 、 1 5 日 ］ 。
(4） 明治 45 年 7 月 24 日 の洋楽演奏会 商品陳列館 ［明治 45 年 7 月 2 1 日 ］
清話会の主催に よ り 、 7 月 24 日 に東京音楽学校の卒業生を招いて洋楽演奏会が聞かれる こ と が予告
さ れて い る 。 し か し 、 そ の後関連記事は見 ら れず、 演奏会の 内容は不明であ る 。 明治天皇の容態が悪化 し 、
歌舞音曲が 自 粛さ れ る 中、 演奏会は取 り やめに な っ た のではないか と 考 え ら れ る 。
(5） 浪花節の疏行
明治 39 年の桃中軒雲右衛門の登場、 明治 4 1 年の吉田奈良丸や京山小園の上京 に よ っ て聴衆層 を拡
大 さ せ台頭 し て き た 浪花節は （堀 内 1 942 : 252 253） 、 名 古屋で は 明 治 44 年頃か ら 著 し い流行を見
せて い る 。 「浪花節の流行 奈良丸一度勝地に入 り て よ り 各地 と も 浪花節の流行 と な れ る が嘗地に て は
中流以上の人士が頻 り に “ 頃は元鵡 ” を う な り て研究舎を 聞 き 居れ り 」 ［明治 45 年 2 月 2 1 日 ］ 、 「浪花
節が世の 中 を風廓 し て居 る 事は可驚 も ので、 新築署の菅轄内 に あ る 劇場十一個 の 内 、 音羽座の新演劇 と 、
富本席の落語を除 く と 、 他は全部浪花節 と 活動窮員であ る 」 ［明治 45 年 5 月 1 7 日 ］ 。
ま た、 電話で 申 し込む と 人力車で駆け付け て き て蓄音器 19 を 1 時間貸 し 出 す商売が現れ、 雲右衛門、
小園、 奈良丸の浪花節や豊竹呂昇の義太夫の レ コ ー ド を聴かせ て い た ［明治 45 年 6 月 8 日 ］ 。 浪花節
の ほ か に は謡曲や浄瑠璃 も 「昨今専 ら 紳士聞にJ 流行 し ［明治 44 年 9 月 5 日 ］ 、 さ ら に 、 能楽研究や
能の観覧を 目 的 と す る く名 古屋能楽会〉 ［明治 44 年 2 月 6 日 ］ 、 安田孤雲を会長 と す る 薩摩琵琶 の研
究会 く愛琵会〉 ［明治 44 年 2 月 1 6 日 ］ が組織 さ れ、 軍人や学生、 一般を対象に し た薩摩琵琶の教授
［明治 44 年 5 月 23 日 ］ や筑前琵琶の三輪旭雲に よ る 月 1 0 日 間 ほ ど の 出 張教授 ［明治 45 年 5 月 22
日 ］ が行わ れ る な ど 、 邦楽、 俗楽の人気 と 活発な営みが明治末の名古屋の音楽文化の 中心を成 し て いた。
そ の よ う な 中 での洋楽の普及であ る 。
6. 終わ り に
都市化が進む明治 40 年代、 名古屋では邦楽や俗楽の興隆の か た わ ら 、 外来音楽家や東京の 音楽家
の洋楽演奏会、 和洋混合の演奏会、 共進会の奏楽堂 での演奏会、 演芸会や催 し物で の奏楽な ど 、 公 の
場での洋楽演奏が さ ま ざま な形で行わ れていた。 共進会閉会後、 週 に 1 回西洋音楽が演奏 さ れ る はず
だ っ た奏楽堂は使われず 「立派な音楽堂は雨 と 風 と で ボ ロ ボ ロ に なっ て 仕舞 っ て居 る 」 ［明治 45 年 7
月 20 日 ］ と い う 有様だ っ た よ う に 、 洋楽文化形成の道の り は直線的な も の で は な か っ たが、 ま だな じ
み の な い洋楽に 聴 き 手 と し て 、 演奏者 と し て 、 後援、 協力者 と し て 関わ る 名古屋の人々 の熱気や活気
を新聞のそれぞれの記事か ら 感 じ取る こ と がで き る 。
大正時代 に 入 る と 、 明治 44 年に結成 さ れたい と う 呉服店少年音楽隊や大正元年に結成 さ れた名 古屋
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第三師団軍楽隊が活躍 し 、 鶴舞公園奏楽堂での演奏が活発に展開 さ れ る 上、 国 内外の音楽家の演奏会
も 増 え 洋楽への意識は 高 ま っ て い く 。 そ の よ う な動 き を 間近に控え た明治 40 年代の名古屋の洋楽受容
の実状が、 『名古屋新聞』 の精査に よ っ て浮き彫 り に さ れ る のであ る 。
注
1 近年、 本学の井上 さ っ き教授の 「鈴木政吉研究J （愛知県立芸術大学音楽学部音楽学コ ース紀要 『M以ED MUSES」 no.5 ～ no.7、
20 1 0 ～ 20 1 2 年） や 「恒川鎖之助 と 明治期 日 本の音楽」 （『愛知県立芸術大学紀要』 No.4 1 、 20 1 1 年） 、 井上教授を代表 と す る く鈴
木政吉プロ ジェ ク ト 〉 の活動に よ っ て名古屋の洋楽受容研究の本格的な取 り 組みが始ま っ ている 。
2 『名古屋新聞」 の記事収集にあ た っ て は、 名古屋市鶴舞中央図書館所蔵の 『名古屋新聞縮制版オ ンデマ ン ド版』 （双光エ シ ッ ク ス、
20 1 1 年） を使用 し た。
3 御園座は明治 30 年に開館 し た。 客席は畳敷の析席で、 定員は l 階 964 入、 2 階 252 人の計 1 2 1 6 人であ る 。 5 月 1 5 日 の落成式
では、 金城軍楽隊が 《君が代》 を演奏 し た （藤野 ： 7-8） 。
4 こ の演奏会について詳細は記されていない。 『新愛知』や『扶桑新聞』 （『扶桑新報』を前身に明治 20 年に創刊） に も記事は見 ら れない。
5 明治 40 年 2 月 24 日 、 2 月 26 日付の 『新愛知』 に よ る と 、 マーケ ンスはユ ト レ ヒ ト に生 ま れ、 ハー グ音楽院の出身。 低音独唱の
ス ミ スは名古屋市在住である。
6 明治 39 年 9 月 6 日 、 愛知育児院 と 名古屋盲唖学校のための懇善音楽会 と して御園座で催さ れ た も ので、 宮内省式部臓の楽師十数
名 と 同省の外国人教師が出演 し た （藤野 ： 52）。
7 安田俊高は先述の名古屋音楽講習会の会員の一人で も ある。 安田は明治 6 年に生まれ、 明治 29 年に東京音楽学校本科師範部を卒業。
愛知県第一師範学校、 名古屋幼年学校に奉職 している （『音楽年鑑昭和 10 年版』 ： 1 39- 1 40） 。
8 3 月 2 日 の京都での演奏会は京都市会議事堂で催されているが、 その時も拍手の音が演奏を妨げる と い う 聴衆の無作法があ っ た と
い う （『音楽世界』 第 I 巻第 3 号） 。
9 明治か ら大正にかけての洋楽界に は、 洋楽をその ま ま享受する 「直輸入派」 と 西洋 と 日 本の要素を混合する 「和洋折衷派」 の 2 つ
が存在 し た と 言われ、 北村季晴は後者の代表であ る （奥中 2006 : 1 6- 1 7） 。
10 こ の共進会で、 鈴木政吉が出品 した ヴ ァ イ オ リ ン、 ヴ‘ィ オラ、 チ ェ ロ が皇太子殿下御買上の栄誉に浴 し、 ヴィ オ ラ は一等賞 （金牌）
を受賞 している ［明治 43 年 6 月 6 日 ］ 。
I I 「奏楽堂 十九坪 開府祈念三百年舎の経替に成 り 様式はアイオニ ッ ク式八角形を為 し屋根は図形の銅葺にて兜形を為す、 是亦将
来公園のー景 と な るべき も の」 （『新愛知』 明治 43 年 3 月 1 6 日） 。
日 明治 43 年 3 月 2 1 日 付の 『新愛知』 第 1 面に も 奏楽堂での演奏風景の写真が載せ ら れて いる が、 人物を識別する こ と はほ と ん ど
できない。
13 《名古屋祈念行進曲》 の後半に は明治 43 年 2 月 に制定された 「名古屋市歌」 （上岡高年作詞、 岡野貞一作曲） が用い ら れている よ
う である。 「望み多き我市の愈よ毅展 し行く 有様を叙 し、 後段に至 り て名古屋市歌に移 り 最 も熱誠な る 市民の歓喜を遺憾な く 紹介」
（『扶桑新聞』 明治 43 年 5 月 2 1 日 ） 。
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1 4 東京音楽学校研究科生な ら びに第 3 年生 50 名が修学旅行 と して関西に来遊する のを機に、 京都、 奈良、 神戸で演奏会が催さ れて
いる （『ピアニス ト 小倉末子 と 東京音楽学校』 ： 9）。
1 5 杉山長谷夫 （ 1 889 ～ 1 925） は名古屋出身の音楽家で、 東京音楽学校卒業後ヴ、ア イ オ リ ン奏者 と して活動 し、 室内楽に も積極的
に関わ っ ている。 名古屋の演奏会に も時々 出演 し、 大正 1 5 年 4 月 1 1 日 には中区新栄に峻工 したばか り の教化会館で邦人作品を
取 り 上げた ヴァ イ オ リ ン独奏会を聞き、 「邦楽檀鼠初の試み」 「日本の提琴界の発達を知る バロ メ ー タ ー」 と 話題を呼んでいる （『新
愛知』 大正 1 5 年 4 月 1 1 日 ） 。
16 『新愛知』 や 『音楽世界』 第 4 巻第 5 号でも演奏会の予告 しかされていなし 、。
1 7 愛知県立高等女学校 （大正 4 年よ り 愛知県立第一高等女学校） には明治 43 年に和楽会か ら寄付された ピ ア ノ があ っ た （「新愛知』
大正 1 3 年 6 月 25 日 ） 。
18 こ の侍覧会では出品物の審査、 賞の贈与がされてお り 、 鈴木政吉の児童用 ヴァ イ オ リ ンが名誉賞を受賞 している ［明治 45 年 4 月
26 日 ］ 。
19 日本で平円盤蓄音器が普及 したのは 日露戦争後の こ と で、 明治 43 年に創立された 日 本蓄音器商会は浪花節の レコ ー ド を売 り 出
し て成功 し た （堀内 1 942 3 1 8、 32 1 ） 。 『名古屋新聞』 では、 東京の三光堂、 名古屋市西区玉屋町の後藤時計店や長谷川時計舗、
中区末広町の 日 本蓄音器商会名古屋出張所等の蓄音器の広告が載せ られ、 時々 新譜の紹介 （義太夫、 長唄、 端唄、 楽隊、 浪花節、
薩摩琵琶、 筑前琵琶、 尺八、 唱歌、 新内） も されている。
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